
























[要約]平成 7年度は,小学 4年全員(100名)と中学 1年全員(95 名),および前年度健診で何

らかの動脈硬化危険因子を認めた 95 名の児童・生徒の計 290 名について健診を行なった.

また,平成 4年度と今年度の 2回の健診を受けた同一小児について,肥満度,血清脂質,血圧

の各値のトラッキング(平成 4→7)の有無を Trackjng Index(TI)を求めることにより定量

的に解析した.

 その結果,3 年間のインターパルで健診を行った同一小児 183 名において,肥満度,総コレ

ステロール(TC), HDLC, LDLC および動脈硬化指数には強いトラッキングが認められた.ま

た,各動脈硬化危険因子は,低年齢(小学 1 年→小学 4 年)でのトラッキングに比較して,高

年齢(小学 4 年→中 1 年)でのトラッキンダのほうが強く,肥満度や血清脂質値は年齢が高

くなるほどその個人のもつ値の継続性が高まることが示された.したがって,小学校低学年

より積極的に生活習慣の改善を指導し,  トラッキングの強くる小学校高学年までに動脈

硬化危険因子の軽減・排除を行うことか重要であると思われた.


